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20１６．1．17発行 八王子福祉園だより １月号 

あけましておめでとうご

ざいます。申
さる

年生まれの 

利用者様をご紹介します。 

新年のご挨拶                         四つ葉会会長 内藤 治男 

 あけましておめでとうございます。 

四つ葉会会員の皆様、職員の皆様、地域の皆様、昨年中は大変お世話になりました。これからも引き続き、平和で

豊かな生活が営まれていき、利用者がより幸せになることを希望いたします。昨年は、整体のデモンストレーション、

民間委譲など、活動の内容がより多様化しています。また、通常の主な活動は、広報、園内整備活動、茶菓代の寄付

があります。本年も皆々様方のご協力を得て、引き続き、充実した活動を行っていきたいとの所存です。 

また、会長、副会長ともに既に10年もの長きに亘って、同一人物が対応しております。マンネリ化を打破するた

めにも、交代の時期が来ているものと認識しています。 

 私事です。昨年は、青森県、和歌山県、兵庫県などで、林野庁の森林植物調査のお手伝いをしました。『逆出稼ぎ』

です。その中で、和歌山県に古座川という渓流を楽しみながら、行脚しております。 

新年のご挨拶                      東京都八王子福祉園長 鈴木 薫 

 新年明けましておめでとうございます。皆様方には、健やかに新しい年を迎えられたことと存じます。 

昨年は、関係者の皆様のご理解ご支援により、４月から私ども東京都社会福祉事業団が、指定管理者として第４期目

の運営をスタートさせていただくことができました。また、新たな障害者計画・障害福祉計画が策定されたほか、地

元八王子市が、４月に都内初の中核市に移行し、東京都からの権限移譲を受けて独自条例を施行するなど、障害者施

策推進に向けた環境が整えられました。 

 さて、今年の八王子福祉園ですが、これまで力を入れてきた利用者の高齢・虚弱化や行動障害への対応、重度障害

者の地域生活移行支援、相談支援事業などに引き続き取り組むとともに、障害者施策にかかわる新たな動きを的確に

とらえて、さらなるサービス向上に努めてまいります。 

 本年も、八王子福祉園が、利用者の皆様、ご家族の皆様、そして地域にとって、より良い施設となるよう、園のモ

ットーである「地域とともに歩み、利用者の笑顔が輝く八王子」の具体化に向けて、職員一同力を合わせて取り組ん

でまいります。引き続き、皆様方のご理解ご協力をいただけますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                  

                                       東京都八王子福祉園 

                         

〒192-0153東京都八王子市西寺方町７６  

TEL ０４２（６５１）４１１４       FAX ０４２（６５１）２０５２ 

 災害用伝言ダイヤル１７１「２」０４２－６５１－３８９６ 

 E-mail  noi@mx6.ttcn.ne.jp    ホームページアドレス http://www1.ttcn.ne.jp/~noi/ 

 

 当園の取組紹介  

 昨年 12 月 17 日（木）、東京都福祉保健医療学会が

開催されました。八王子福祉園は「小田野中央公園ま

ちづくりの会の取り組み」を発表し、優秀賞を受賞し

ました。 

 2004 年から始まったこの公園づくりの取り組み

は、2008 年公園完成後も、地域とともに八王子福祉

園が歩んできた「誰もが暮らしやすいまちづくり」の

成果でもあります。利用者の皆様が地域の一員として

生き生きと公園イベントに参加されたり、地域で暮ら

す障害当事者が自分の力を発揮する場としても、活用

していただいています。 

 これからも、地域の皆様との日頃の交流を大切にし

ながら、誰もが活躍できるまちづくりに努めてまいり

ます。（地域支援コーディネーター 沢田） 

 この取り組みは、自らの気持ちを言葉ではなく行動

で表現される利用者様の支援について、「一日の気持

ち（心情）の推移が目でわかると、職員間でより共通

認識が深まるかも」というのが出発点でした。 

 視覚として分かりやすいように、支援に当たる職員

間で心の動きを捉えた図（心情図）を作り、日々の記

録だけでは読み取れない、その瞬間に職員が感じ取れ

た心の動きを図として捉える事で、職員間の支援のズ

レを減らし、お互いの考えの共通化・継続を意識しま

した。こうした取り組みを通して、ベテランと新人の

距離感も縮まり、支援の方向性の照らし合わせは大切

だと実感出来ました。 

 これからも、チームとして言葉以外で気持ちを表現

する利用者様に寄り添う共感支援を継続し、利用者本

位の支援を実現していきたいと考えています。 

                （９棟 森川） 

発表作品と、

参加したスタ

ッフ一同 

事業団職員提案表彰

式の集合写真 

 （後列右が、筆者） 

「小田野中央公園まちづくりの会の取り組み」 

第 11 回東京都福祉保健医療学会において、優秀賞を 

受賞しました。 

「心情図を活用した支援の取り組み」 

平成 27 年度事業団職員提案で、「奨励賞」を頂く

ことができました。 

 

八王子福祉園サービス発表会 

 昨年 12 月 4 日（金）、各棟などで日頃の様々な実践の成果を園全体で共有するため、発表会を行いました。当

日は 12 本の作品が発表され、参加した職員をはじめ園内全体で、利用者支援に関する理解を深める機会となりま

した。終了後実施しました審査の結果、4 本の作品が入賞しました。このうち、「Ｕ様の活動の可能性」を発表し

ました支援第九係 9 棟が、事業団事例発表会（2/25 開催）に園代表として参加いたします。（発表会の模様は、

園だより次号で紹介する予定です） （研修委員会） 

 

  


